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◆ 講義ノート(春セメスタ)

	
	 形式言語とオートマトン 
	 オブジェクト指向言語(大学院) 





◆ 講義ノート(秋セメスタ)

	
	 人工知能 






◆ 卒業研究

	
	 2015年度論文輪講
	 2008年度卒業論文
	 2009年度卒業論文
	 2010年度卒業論文
	 2011年度卒業論文
	 定例会議





◆ プロジェクト

	
	 2021年度秋: 自然言語処理
	 2020年度秋: メタヒューリスティクス
	 2020年度春: ゼロから作る Deep Learning
	 2019年度秋: 人狼知能/Flutter
	 2019年度春: 人狼知能/Flutter
	 2018年度秋: BLOKUS
	 2018年度春: 自由課題
	 2016年度秋: 自由課題
	 2016年度春: 自由課題
	 2015年度秋: 自由課題
	 2015年度春: 自由課題
	 2014年度秋: プログラミングコンテスト
	 2014年度春: 強い大貧民プレイヤを作ろう
	 2013年度秋: Webサービスを作ろう
	 2013年度春: Kinect で 3D アプリを作ろう
	 2012年度秋: 強いオセロプレイヤを作ろう
	 2012年度春: HTML5を使いこなそう
	 2011年度秋: Android アプリケーションを作ろう
	 2011年度春: 社会をシミュレーションしよう
	 2010年度秋: GAEアプリを作ろう
	 2010年度春: 大貧民プレイヤを作ろう
	 2009年度秋: Android アプリケーションを作ろう
	 2009年度春: Webアプリケーションを作ろう
	 2008年度秋: 強いオセロを作ろう
	 2008年度春: 株ロボを作ろう






◆ 情報科学入門/オープンセミナー

	
	 2014年度オープンセミナー
	 2014年度情報科学入門CS 課題
	課題1: 2人の間の戦略ゲームを自分で考えて、利得表を使って説明せよ。
安定した解(均衡解)は存在するか？

	課題2: ヤフーオークションの自動入札システムを使いたいと思っている。今、1万円までなら払えると思っているスマホが市場に上がっている。あなたは、自動入札システムにいくらの金額を設定するか。その金額と理由を述べよ。

	課題3: 本日の講義の感想を述べよ (300字以上)

	提出方法
	提出先: 講師室の提出用ポスト
	締切: 7月14日(月) 13:30






	 2014年度情報科学入門DM 課題
	
スマートフォンやセンサ、Kinect を使って、どのような新しいサービスが可能であるか、それを実現するためには大学で何を学んでいかなければいけないか、具体例を挙げて、自分の意見を論述せよ。
500字以上
	提案する新しいサービス

	そのサービスが必要な背景・必要になる理由
	どういう効果が望めるか
	実現のために必要な技術開発、大学で学ばなければならない勉強



	 提出先・締め切り: 6/23(月) 15:30 までに、講師室ポスト












◆ 今年度開講されていない講義

	
	 プログラミング1(C/C++) 
	 Webシステム構築(大学院) 
	 情報検索 
	 サービスコンピューティング 
	 プログラミング2(C/C++) 
	 プログラミング演習3 
	 Java3
	 コンピュータのしくみ
	 プログラミング入門2 
	 プログラミング演習1 
	 パターンで学ぶプログラミング 
	 Webシステム向けスクリプト言語(Python)

	 Androidプログラミング 
	 Web プログラミング(HTML5) 
	 Java GUI (JSP) 
	 GAE プログラミング 
	 Kinect/GPGPU プログラミング 






